
RS ウイルス用「mRNA ワクチン」を了承 コロナ以外で初、新たな感染予防に期待高ま

る:2025/05/01 メディカルドック 

厚生労働省は、アメリカのモデルナ社が mRNA

技術を用いて開発した RS ウイルス感染症のワ

クチンについて、承認を了承しました。この内

容について本多医師に伺いました。 

研究グループが発表した内容とは？ 

本多先生 厚生労働省は、モデルナ社が mRNA 技

術を用いて開発した RS ウイルス感染症のワク

チンの承認を了承しました。正式に承認されれ

ば、国内で新型コロナウイルスに対するワクチ

ン以外で初の mRNA ワクチンとなります。RS ウイルス感染症は乳幼児を中心に重症化しや

すく、特に低出生体重児や心疾患や肺疾患を持つ子どもでは重篤化のリスクが高い感染症

です。 

RS ウイルスは世界中に存在し、特に都市部では毎年流行を繰り返しています。乳幼児の

肺炎や細気管支炎の大きな原因とされていますが、成人や高齢者でも重症化するケースが

増えています。現在の治療は酸素投与や輸液などの支持療法が中心であり、RS ウイルス

に対する特効薬は限られています。 

今回の mRNA ワクチンは、これらの課題を克服できる可能性がありますが、mRNA ワクチン

特有の副反応リスクや、乳幼児への安全性に関しては、今後慎重な検証が求められます。

特に新技術による初の小児用 mRNA ワクチンとなるため、社会全体での安全性への理解と

継続的な監視が重要です。 

研究テーマになった RS ウイルス感染症とは？ 

今回の研究テーマに関連する RS ウイルス感染症の流行のピークや感染経路、初期症状に

ついて教えてください 

本多先生 S ウイルスは、年齢を問わず感染を引き起こす呼吸器ウイルスで、特に乳幼児

や高齢者、基礎疾患を持つ方に重症化リスクがあります。日本では例年、冬季（11〜1 月

頃）に流行のピークを迎えていましたが、近年は夏季にも流行がみられる傾向がありま

す。感染経路は主に飛沫感染と接触感染であり、ウイルスを含む飛沫や汚染された手指、

物品を介して広がります。RS ウイルスの潜伏期間は 2〜8日で、初期症状は発熱、鼻水、

咳などの上気道炎症状が中心ですが、重症化すると細気管支炎や肺炎を引き起こすことも

あります。 

研究内容への受け止めは？ 

本多先生 厚生労働省が発表した内容への受け止めを教えてください。 

新型コロナウイルスの流行をきっかけに、現在世の中でワクチンの開発が次々と進められ

ています。RS ウイルスに対するワクチンは任意接種であり、乳幼児に接種するかどうか

は親の判断に委ねられています。 

どの種類のワクチンを選択するかももちろん重要ですが、自分の子どもがその疾患に罹患

するリスクや重症化するリスクが高いのかどうかを、ある程度親御さんも知っておく必要

があるとも言えます。ワクチンの開発は望ましく、予防できる疾患が増えていくことは望



ましいと言え、今後ガイドラインの整備が期待されます。 

編集部まとめ 

RS ウイルス感染症は乳幼児や高齢者にとって深刻な脅威ですが、新たなワクチン技術に

より予防への期待が高まっています。日常生活では、流行期にこまめな手洗いや咳エチケ

ットを心がけることで、感染リスクを大きく下げることができます。身近な対策を続け

て、大切な家族を守りましょう 
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